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礫混じりシルト主体。軟質層。

砂礫主体となる。
礫径10から80mm主体。
間隙に粗粒砂充填。ルーズ。
含水比は下位から中位。

シルト混じり砂礫主体。
礫径10から60mm主体。
やや締まる。含水比は中位。
2.80から3.50m付近まで若干のシ
ルト分混じる。
礫径2から80mmの亜円、角礫主体
の盛土である。
礫間は、中細砂にて充填され、や
や緩い礫である。

全体に有機物と細砂混入。
全体に含水やや多く軟質。

粘着中位からやや強い。
ややローム質の粘土である。
スコリア混じる。全体に締まる。

礫径2から70mmの亜円、角礫主体
礫間粗中砂、粘土にて充填され、
全体に粘土分多い。
全体に密で硬く締る。
最大礫径10cm程度点在する。
含水比は中位から高位。

礫径10から50mm主体。間隙に粘
土分を含む。含水比は高位。

礫径2から20mm混じる。

礫径10から40mm主体。間隙に粘
土分を含む粗粒砂充填。
含水比は高位。ルーズ。

軟質。含水比は中位。
礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を多く含む粗粒砂充
填。
含水比は中位から高位。
全体にルーズ。

粘着性・含水比は中位。

礫径10から40mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は中位から高位。
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礫径10から40mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は中位から高位。
礫径2から15mm混入。緩い

シルト層挟む。含水比は中位。粘
着性は中位。

粘着性、含水比中位。軟質

粘土分多い。含水比中位

礫径10から30mm主体。粘土分多
く混じる。含水比は高位。

軟質。含水比、粘着性中位。

礫径10から30mm。含水比高位。

粘着性、含水比は中位。
礫径10から40mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は中位から高位。

粘着性は中位。やや締まる。

薄い粘土・砂層挟む。含水比は中
位から高位。礫径10から50mm点
在。

礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は中位から高位。
全体的に締まる。

粘着弱く、やや硬く固結したシル
トである。
28.05m迄、均一に細砂混じる
全体に少量の微細砂混じり、所々
不均一に多く混じる。
含水比は中位。

30.10mまで、粘着弱く、有機物多
く含むシルト質の腐植土となる。
少量の細砂不均一に混じる。
やや固結状である。
30.10mから粘着中からやや強い。
極少量の微細砂所々混じる。
全体に軟らかいシルトである。
全体に少量の有機物混じり、所々
軽石点在する。
31.75から

やや固結状のシルトである。
微細砂全体に少量混じる。
33.70mより有機物多く混入

礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は中位。
全体的に良く締まる。
最大粒径80ミリ。
36.0mより粘土分の混入が減る。
粘土分が固結し点在。

腐植土・砂分混じる。含水比は中
位。下部、中砂分多い。

全体に砂分混じり硬く締まる。含
水比は中位。
礫径2から10mm混じる
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全体に砂分混じり硬く締まる。含
水比は中位。
礫径2から10mm混じる

礫径10から50mm主体。
間隙に粘土分を含む粗粒砂充填。
含水比は中位から高位。
不均一に中粒砂多く混じる。
全体的に良く締まる。
44.50mより礫径2から65mm主体
。硬く締まる。
含水比は下位。
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